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集え一之－1園　側夜Fl．1劫におけtる鼻糞の光一光合成曲線

辻　●：主星劣1凄　○：ま峯第2隻　▲：主峯第3頚

△：主を第年東　■：土毛第古巣

▼：側衣裳1隻

ヽ一世什
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第2－2－ヱ図　例及RLZ瀬に糾ナる阜蛍の光一光合成曲線′

謹’，・：主星東1東　○：圭を第2菓　▲：主を鼻3集

△：主茎第与東　■せ呈弟強▼

▼：利親削集　∇雄爛虜泉
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第2－2－3同　僚放たⅠ．3軌こおける烏黄の光事」乳合成曲線

逮　●：主軸汀乳　○：士毒素Z東　▲：土隻第3東

△：主峯寅年東　■：土茎第手集

▼：側及第1貴　∇二億叔弟之東　◆：側衣裳3貴



紆

（
⊥
J
・
3
＼
。
8
g
賓
買
（
芸
′
芸

第之一之一斗図　集の発育段楷写小こみた飽か兇下のみかけの脚通産

連　立：圭を集も蘇す。側：㈲搬集も示す。溺韓は菓仕も示す。



寮

麓Z－3－1国　鳥発音農作の側夜におけるみかけの光倉最

速、　●：利札R工．1　▲；側及巳Ⅰ．之　｛：胤放たⅠ．3



冒7

第1碩

第乙－6－1固　三郎長房開融会期にふけろ粗物体布状賂



紆

紅之‾施譜書芸綬旨舘野
第1韓榔放P．工．

考量　食止　1　　2　　3

索1隻　99

貴之東100

土星　第3え　99

劣斗曳　90

纂古史　36

98　　　100

100　　　　99

95　　　　94

97　　　　81

51　　　　51

第1隻　46　　48　　98

第1帝脾胤盤1東　　　48　　粥

如東　　　一　之3

第1度　56

第之翻り及鼻乙東

第3東

61　　　　83

61　　　　71

－　　　　35

廃嫡側及射漫　36　37　32

劣碩側及者揉　37　　45　　29

境J葡刺及射隻　34　　28　　31

入射祖の照度（klメー）87　　87　　84



門

鼻之一之一之友

詰責照琵違
面嶺及び、嵐の分
における主巷各
（川手COユ／h卜）

弘之

事虻　讐崇斬　剰禁誓書　讐慧…鶉

真峯劣1東

主星第Z隻

生姜第5泉

主星第年東

主を第古史

小　弟

57．31（21．9）

85．15（32．6）

69．97（26．8）

30．03（11．5）

18．50（7．1）

260．96（99．9）

103．57（27．8）

101．84（27．4）

94．69（25．5）

30．45（8．2）

8．62（2．3）

339．17（91．2）

140．96（27．2）

110．58（21．3）

68．40（13．2）

31．44（6．1）

8．59（1．7）

359．97（69．3）

第1韓領域招集　0．07（0．03）15．的（4．2）　89．09（17．2）

第え軍側板倉東　0・05（0・02）17・04（4・6）61・78（11・9）

轟3糾則混食象　0・02（0・01）　0・23（0・06）　7・86（1・5）

第年和則叔全集　0　（0）　0　（0）　0・43（0・08）

小　宅†　　0・14（0・1）　32・87（8・8）159・16（30・7）

斬　　　261・10（100）372・04（100）519・13し100）

謹．（）内はト個体紬寺に紆する新奇（％）
●●
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寛之一之弓表　名蔀仕の曳物憂（ま）の推招

巌　物　垂

傭戯乱潮岬政江謝城取RI．瑚

泉　物を　増　減
頼
　
朝

l

 

Z

●

　

　

　

　

　

　

　

●

I

 

T
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P

′

■

l
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r

及
晩

l

一

　

　

　

　

l

一

一

星

　

　

口

久

一
一
．
1
　
　
　
1
爪
」

側嵐P、Ⅰ．之朝
；

側夜P．王．3朝

主茎茎車1．278　2．614　3．563　＋1．336（21．5）＋0．949（1′0．3）

幕1見易　0．367　0．708　0．867　＋0．341（5．5）＋0．159（1．7）

紘　　0．1791．645　2．345　＋0．926（14．9）＋0．700（7．6）

主星第1集

まを廣之巣

主茎第3覚

え茎弟牛喪

主呈劣∫東

え茎東小針

1．021　2．174　3．665　＋1．153（18．5）

1．815　2．599　3．374　＋0．784（12．6）

1．464　1．870　2．302　＋0．406（6．5）

0．804　1．030〆1．160　＋0．226（3．6）

0．559　0．527　0．584　－0．032卜0．5）

5．663　8．20011．085　＋2．537（40．7）

＋1．491（16．1）

＋0．775（8．4）

＋0．432（4．7）

＋OJ130（1．4）

＋0．057（0．6）

＋2．885（31．2）

第1帝刺及0．058　0．565　3．364　＋0．507（8．2）＋2．799（30．2）

克之韓腺汲0．032　0．563　2．053　＋0．531（8．5）＋1．490（エ6．1）

轟う韓領収0．007　0．042　0．296　＋0．035（0．6）＋0．254（2．7）

凍牛帝側級0．000　0．004　0．023　＋0．004（0．1）＋0．019（0．2）

側及，ト割　0．0971．174　5．736　＋1．077（17．4）＋4．562（49．2）

終軒　7・58414・341・23・596・6・・217（100）＋9・255（100）

謹．（）和ま相接舟軒萱に舛する融合（％）
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第2－j－1泉　慈恵退避にかナう刺及の巌物凄の如し（土5．g．）

刺頼・合雷禦　如欝隻　聖欝蒜皇
p．工．1　　　0．16＋0．020　　　0．06＋0．005　　　36．9十1．46

p．工．2　　　0．53＋0．027　　　0．29＋0．016　　　55．5＋1．70

p．工．3　　　2．06＋0．251　　1．38＋0．181　　　66．8＋0。97



経机友　翠票艶こ紺旺峯韻また肇斗細及に楓た

咋C　侠・阜

横与嘲円　　　　　貨1東

御配l・）卦烙呼止★RTC★★RSAや☆

鋤　」他　者1針嘩
RTC RSA RTC RSA RTC RSA

MS　　　14．9　0．41

1工一

R

 

B

 

B

P

　

⊥

　

つ

‘

T．R．★★

0．6　0．06

0．4　　0．03

1．5　　0．06

59．2　5．94

22．6　7．84

0．9　　0．31

43亀

8．8　0．27　28．5　0．80　51．2

2．0　　0．35

1．1　0．10

0．6　　0．02

62．8　　5．90

11．3　3．52

13．5　7．68

59亀

5．0　1．14　13．1

1．0　0．10　11．4

－　　　－　　　　2．8

5．2　0．14　　4．2

33．3　4．73　10．4

8

　

0

　

6

　

0

　

3

　

5

5

　

9

　

6

　

2

　

2

　

5

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

　

　

　

　

●

⊥

　

0

　

0

　

0

　

0

　

⊥

17．9　　8．20　　　－　　　－

9．3　4．35　　6．8　　2．86

59亀　　　　　　　38篭

MS

l工

2エ

3も

もも

PR

IB

2B

17．0　　0．57

4．3　　0．33

0．7　　0．05

0．4　　0．04

49．0　　3．78

25．7　3．98

3．0　　0．42

48亀

24．3　　0．76

2．0　　0．17

8．8　　0．57

2．5　　0．26

33．3　　2．67

16．3　　2．21

12．8　　8．25

33篭

64．6　1．95

2．0　　0．16

1．2　0．07

1．9　　0．02

15．0　1．18

11．0　1．72

4．3　　2．56

58篭

25．3　　0．78

11．0　1．66

10．8　　0．79

3．3　　0．23

5．1　0．45

20．8　1．66

23。7　3．85

14亀

3

那
m
 
m
〓
九
　
m
陀
R
適
地

T．R．

2．3　0．08

2．4　0．23

0．9　　0．08

0．4　　0．03

73．8　　4．28

19．8　1．77

0．6　0．14

57篭

29．7　1．00

3．3　　0．24

4．6　　0．44

2．0　　0．17

40．5　　2．57

9．2　0．63

12．4　　2．22

46篭

36．0　1．29

2．7　　0．30

1．0　0．12

7．8－　0●．4ち

36．4　2．19

11．5　0．96

4．6　0．40

59宅

26．9　0．90

3．1　0．30

1．9　　0．18

1．3　　0．15

4ご6　0．32

42．0　　2．35

20．3　3．11

13宅

謹．貴　社S…　王墓巷都1エ；土巷第1製　2エ：土釜和泉　3乙；土を第3東

もエ：出鼻煉郎pR：射泉尾〔土も泉鼻）1B；射闇側札
2B：審硝催促

…　本丸∬へ〇一㌢参照
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埠ユー∫」泉　礎湾過経に和†引椚粗与tは劣1某透
へ転がる兇合成直物の呈薙朝地考l刺

合し鵠）　　　　　′

慧　剋脇　息産物　刺のの離縁階
直感増組　横線和瓦p・工・1　P・工・2　　P・工・3

主星嬉し曳　23．2　　　31．3　　14・8

弟　も隻弟乙東23．9　13・4　　4・3

1　主妄賂3曳30・9　14・9　　4・3

帝　‾主星弟隼集13・8　　4・7　　千・0

勅　土星轟∫東　8・0　　1・4　　0・6

枚　務1帝槻及、0・2　　　32・9　　　72・4

集まや側役　0・0　　1・4　　1・5

劣
ユ
軍
側
札

土星第1東　1．7

主を易2度　50．1

主茎鼻j鼻　28・2

主養募條12・6

上皇轟∫曳　7．2

廉1帝促一風　0．0

孝之桝一風　0・2

6．1　　　　　　0．7

17．7　　　　　　9．5

9．8　　　　　　2．8

3．0　　　　　1．3

0．9　　　　　　0．4

2．1　　　　　3．5

60．4　　　　　81．6

劣
l
　
泉
　
′
虜

生島第ノ曳　29・8

左巻第ヱ盈　45．5

主巷鼻j曳19．7

主鼻弟使　8・8

土星劣凍　声・1

鼻佃併及　0・0

第ユ申伊晩　0・0

50．6　　　　　53．2

23．3　　　　18．5

17．2　　　　13．2

5．5　　　　　　6．1

1．5　　　　　1．7

0．9　　　　　4．4

0．1　　　　　3．0



ノ碑

第Z一8－1友　纏または射花序冷まが‖九卿放り　勉則及範％）こ
軋ぽす長瑠

鬼窪㌔
仁放射及帝枕押

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　　5　　　　　　6

A

B

C

D

F

G

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

100　　　　　100

62．5　　　　　0　　　　　　　0

85．7　　　　28．6　　　　　0

62．5　　　　12．5　　　　　0　　　　　12．5

50．0　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0

85．7　　　　14．3　　　　　0

0　　　　　　　0　　t了　　　　0

漣．　＃　方丈郎ヤージー券諷
翳キ　本丸柏へ〇一シl孝照
も婁水　本史如ヾ－シ、参照



ノ∂∫

第2十ヱ泉　誉鮎誓驚競よ豊是警告離澱（勧糊

触手　も隻 ⊥

圧
帝複

l鄭jH
J汲

■

■

■

一

t

t

つ
ー

中

が
3

止lこよう度数の鼻異

2－1　　　2－3　　　1－3

A　　　　　5．4

＋0．26

B　　　　　5．7

＋0．41

C　　　　　5．3

＋0．37

D　　　　　4．9

十0．35

E　　　　　5．1

＋0．35

F　　　　　5．0

＋0．22

G　　　　　5．1

＋0．23

4．6

＋0．26
－　－

4．1

＋0．26

3

6
　
9

●

　

　

　

●

6
　
0＋
■

3

6
　
5

●

　

　

　

●

5
　
0十
一

8

0
3

●

　

　

　

●

1
少

2

7
4

●

　

　

　

●

0
少

つ
ー

0
　
5

●

　

　

　

●

6
朝
一6

9
4

●
　
　
　
●

4
両
一

4．5　　　　5．8

＋0．42　　＋0．70 6

0
0
　
6

●
　
　
　
●

′

0

　

0＋
一

5

3
　
4

●

　

　

　

●

⊥
0
＋
一

4．8　　　　5．4　　　　5．8　　　　0．6

＋0．37　　＋0．32　　＋0．48　　＋0．26

4．0　　　　4．9　　　　6．2　　　　0．9

＋0．44　　＋0．34　　＋0．54　　＋0．26

4．8　　　　5．5　　　　7．8　　　　0．8

＋0．16　　十0．42　　＋0．63　　＋0．31

－2．0　　　－2．4

＋0．71　　＋0．81

－1．2　　　－2．0

＋0．75　　＋0．58

－1．4　　　－2．8

＋0．51　　＋0．49

－0．3　　　－1．5

＋0．25　　＋0．58

－1．5　　　－2．3

＋0．34　　＋0．33

－2．8　　　－3．0

＋0．25　　＋0．41

注，　串　本丈錘へ〇一デ冷風

揚♯　　本丸帥ヤーシい卑思

枠本　同一欄体上の牌収lこ釦汚幹也閉り鼻翼吾平努した。
，l■



ノク占

鮎‾＝友讐錆遇l鵠誤笠禦枚植毛速醜紆

生長速度確教霹

英理邑よ　　　　　　／次劇後事他線
1　　　　　　　　　　　　2

A 0．3287

＋0．00908

0．3870

＋0．01067

0．3429

＋0．00849

0．3281

＋0．00940

0．4085

＋0．00553

0．3747

＋0．00710

0．2822

＋0．01014

0．3353

＋0．01145

0．2828

＋0．00756

0．3426

＋0．00617

0．3594

＋0．00475

0．3433

＋0．00790

0．2705

＋0．02166

0．2017

＋0．02135

0．2285

＋0．01824

0．2041

＋0．01698

0．2906

＋0．00636

0．2128

＋0．02209

蓬、★　秀丸拍ヤーデ、今だ、

封ネ　オ丸印ページ、参照

●i′



／87

第2‾報濁ま禦禦幣が周到顔終巻長に邑ぼて

鬼理邑＃

i放射及最終峯長　　脚及徳イ立にようをを成果舶

l　次側

2－1　　　　2－3　　　　1－3

A　　　　　321

＋14．8

B　　　　　293

＋24．9

C　　　　　294

＋26．6

D　　　　　310

＋13．5

F　　　　　353

369　　　　　304

＋26．1　　＋105．3

376　　　　　341

48　　　　　　65　　　　　17

＋15．5　　＋110．8　．■＋104．8

82　　　　　　34　　　　　－48

＋38．0　　　＋63．5　　　＋31．2　　　＋67．9　　　＋78．8

392　　　　　344　　　　　　98　　　　　　48　　　　　－50

＋51．7　　　＋97．2　　　＋31．6　　　＋94．3　　　＋89．8

363　　　　　202

＋24．7　　　＋76．6

428　　　　　384

52　　　　　161　　　　109

＋29．6　　　＋57．4　　　＋81．8

75　　　　　　43　　　　　岬32

＋29．9　　　＋26．0　　　＋84．4　　　＋22．4　　　＋73．9　　　＋74．2

G　　　　　374

＋14．5

474　　　　　260

＋29．1　　　＋99．1

104　　　　　215　　　　114

＋28．0　　＋107．0　　　＋91．7

注．　半本丈柏へ○弓l参照

蒼＃　方丈舶ページ各線

か尊慮　覇一欄体上の戒Ij枚にあけう帝位間の農具も乎均した。



ノ相

第2－6－∫泉　夢寛または第I花房除去が日且融及（瀬勧削及のみ）の
平均諒解息に軋ぼす長輝（抽佃土S・且．）

処理区＃

平均前斬長　　　潮及酎かこよる帝級の磨演附

J汲廟故事仕紳

2　　　　　　　3　　　　　　2－1 2－3　　　　1－3

70．1　　　　67．6　　　　69．2　　　　－2．6

＋3．55　　　＋4．73　　＋11．42　　　＋2．30

71．7　　　　77．9　　　　67．3　　　　　6．1

＋5．57　　　＋4．21　　　＋8．68　　　＋2．34

67．0　　　　68．2　　　　78．2　　　　1．2

＋5．93　　　＋4．44　　　＋4．93　　　＋3．08

67．5　　　　68．0　　　　67．5　　　　　0．5

＋4．59　　　＋●3．49　　　＋3．60　　　＋3．44

92．8　　　　89．2　　　　74．5　　　　－3．7

＋8．88　　　＋4．78　1＋11．95　　　＋5．74

4．4　　　　　4．8

＋9．90　　　＋9．45

9．0　　，2．2
＋5．22　　　＋5．29

－4．5　　　　－1．5

＋2．41　　　＋3．39

7．6　　　　　2．エ

＋6．27　　＋12．33

16．2　　　　24．2

＋10．70　　　＋6．82

79．2　　　　87．1　　　　58．5　　　　　7．9　　　　28．7　　　　22．4

＋3．24　　　＋2．19　　＋12．47　　　＋3．12　　＋14．76　　＋12．98

謹．　東　風欠伸へ〇一ジ奉漁

羊半　本史如ページ参照、

手相　！訃一線体上り線・l楓に詣けう箪イ蛸の鼻異を乎均した。



／♂ヂ

紅吊軋悪罵姦誓碧雲票が‖搬鴫寛乾物宴に乳

＝畑針枚を貴乾物皇

足摺邑キ　　／射糾及紡他

脚及郵立によう乾物か鼻粟坤

1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　2－1　　　　2－3　　　　1－3

A　　　　　36．0

＋2．53

B　　　　　27．1

＋2．53

C　　　　　28．1

＋3．43

D　　　　　30．4

＋3．59

ア　　　　　33．1

＋3．39

G　　　　　42．6

＋4．16

37．9

＋4．53

33．9

＋5．67

31．5

＋5．20

34．3

＋5．32

35．0

＋2．41

42．9

＋5．19

15．8　　　　　2．0

＋6．42　　　＋3．92

17．5　　　　　6．8

＋4．59　　　＋4．73

24．4　　　　　3．4

＋8．08　　　＋4．03

9．2　　　　　3．8

＋3．68　　　＋5．96

18．4　　　　　2．1

＋6．02　　　＋3．82

15．5　　　　　0．2

＋7．61　　　＋5．73

22．1　　　　20．0

＋7．98　　　＋6．17

16．5　　　　　9．7

＋4．14　　　＋4．58

7．1　　　　　3．7

＋8．18　　　＋7．47

25．1　　　　21．3

十5．00　　　＋6．59

16．6　　　　エ4．4

＋6．01　　　＋7．04

27．4　　　　26．9

＋9．77　　　＋8．55

注．　井　本丈鉢守一ジ参照

キ半　本も如ヤーシいみ洛

諷キ＊　覇一線体上の嘲夜Jこあける掛立覇の鼻異招均した。



／／∂

第えー6－7友　努東または第日邑易除左が／廻旦肢巷曳1帝掌り平均乾

物釦有如側線のみ）に削ぎ手酌瑠　用土∫・A・）

書庫掌り乾物皇

英凝区芳 JJえイ則 及帝扱
牌像帝他こ£ま艶物か岩泉船

2－1　　　　　2－3 1－3

A　　　　　　7．9

＋0．62

B　　　　　　6．6

＋0．62

C　　　　　　6．3

＋0．・58

D　　　　　　6．5

＋01．70

F　　　　　　8．4

＋0．53
1

6．8　　　　　3．6

＋0．69　　　＋0．87
■‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‾

6．9　　　　　3．6

＋0．61　　　＋0．93

5．4　　　　　5．5

＋0．52～　　　＋0．79

6．4　　　　　3．1

＋0．82　　　＋0．22

7．4　　　　　3．4

＋0．68　　　＋0．82

G　　　　　8．9　　　　　7．6　　　　　3．6

＋0．69　　　＋0．39　　　＋1．30

1．0　　　　　3．7

＋0．44　　　＋1．16

0．2　　　　　3．2

＋0．64　　　＋0．26
＿＿＿」

－0・9　　　0・も
＋0．59　　　＋0．99

－0．1　　　　　3J6

＋0．88　　　＋0．97

－1．1　　　　　4．2

＋0．56　　　＋1．17

－1．2　　　　　3．3

＋0．80　　　＋0．92

4．8

＋0．91

3．2

＋0．93

1．4

＋0．52

2．8

＋0．94

5．0

＋1．04

5．2

＋1．80

産．　身　本丸拍ヤーソ多照

…　　本丸恒へ〇一デ孝漁

柑発　　向一欄体上の像版、に釦丁急和瓦斬適展喜平均した。



ノ／／

第2－レ訝泉　労貴意たは第巨粗景瞭豪が恍酬花山第2鼻房乾物愛

に臥ぼ、「韓甥（富土g・且・）

鼻ユ乳房鹿物童

兇理邑ヰ　　J二円削及蹄伎辣

1　　　　　　　2

34．1　　　　25．3

＋3．86　　　＋2．94

30．1　　　　33．0

＋2．06　　　＋4．59

20．9　　　　16．7

＋2．77　　　＋2．86

23．9　　　　28．2

＋3．44　　　＋3．80

33．0　　　　29．9

＋3．74　　　＋2．69

34．5　　　　27．8

＋4．42　　　＋3．42

榔枚帝住によ引払物か凰農耕

3　　　　　2－1　　　　2－3　　　1－3

5．5　　　　－8．8

＋2．47　　　＋4．51

10．2　　　　　2．9

＋3．75　　　＋2．92

10．6　　　　－3．7

＋3．75　　　＋2．59

2．3　　　　　3．6

＋1．03　　　＋5．96

8．6　　　　－3．1

＋2．35　　　＋2．13

2．8　　　　－6．8

＋1．75　　　＋2．98

19．8　　　　28．6

＋5．93　　　＋7．36

22．9　　　　20．0

＋3．92　　　＋3．55

6．2　　　　10．3

＋2．84　　　＋3．21

25．9　　　　22．3

＋3．75　　　＋4こ69

21．4　　　　24二5

＋4．11　　　＋5．29′

24．9　　　　31．7

＋3．45　　－＋4．54

倉　　井　本丸路へ。－シ、l今照

綿　本丸錘へ〇一㌢命で玖

製綿　嘲可動触棚鳳て釦丁ろ卸立間の足長も乎均した。

．一▲

→



／ノブ

第乙一ら一？泉　蓼射たは舞i花房除去抑則及合乾物垂に釘訂す釣竿

（㌢±∫・A・）

脚粗食乾物阜

勉援邑よ

榔及酎立lこよ5乾物釦鼻翼舶

3　　　　　2－1　　　　2－3　　　　1－3

A 227．6　　　166．2

＋15．63　　＋22．16

168．9　　　161．9

＋22．65　　＋14．69

176．8　　　131．7

＋21．95　　＋22．11

151．2　　　161．7

＋19．93　　＋23．78

202．4　　　189．9

＋15．44　　＋13．39

40．4　　　－65．1　　125．3　　186．7

＋16．67　　＋23．85　　＋20．64　　＋12．75

49．5　　　　－7．0　　　112．4　　119．5

＋18．68　　＋33・．94　　＋12．88　　＋33．77

64．1　　－45．1　　　67．▲6　　　113．0

＋21．34　　＋26．28　　＋27．62　　＋21．60

24．8　　　10．6　　　136．9　　　126．4

＋9．58　　＋24．11　　＋25．32　　＋25．60

46．4　　　－12．5　　　143．5　　　156．0

＋16．10　　＋22．98　　＋23．12　　＋24．51

256．9　　　178．6　　　　28．7　　　－78．3　　　150．0　　　228．2

＋30．70　　＋13．02　　＋15．01　　＋28．80　　＋19．35　　＋86．72

注．　キ　本丸紬へb－ジ穿照、

＃＃　本丸軸へ○岬デ浄書、

帰寮　紅欄捧上欄吼こ射月掛車碑の羞具と平均‖三，



／／j

第ユー打線　蓼東または榔昇降泉が射見易め孝艶に臥ぼ確り響
坪巧隠士言．A．）

魂孝リ　見高射　首線　璃ケ毒　鼻唐音　胚鱒ぎ

徳子臥　施与教　　け）　α）　げ）　（％）

A　　　　14．7

＋2．O

B　　　　15．0

土3・O

C　　　　12．0

＋2．2

D　　　・ユ8．4
・＋2．9

E　　　　39．8

土6・5

G　　　　16．4

＋2．0

2．9　　　43．3

＋0・04　土5・8

2．9　　　44．4

＋0．06　　＋8．2

2．9　　　34．9

＋0・03　土6・5

2．9　　　53．2

＋0．06　　＋8．2

2．8　　114．1

＋0．06　＋19．1

2．9　　　48．2

＋0．04　　＋6．0

26．2　　　11．3

＋0．83　　＋1．58

25．4　　　11．1

＋0．56　　＋2．39

24．4　　　　8．5

＋0．31、一㌔　＋1．55

25．2　　　13．3

＋0．98　　＋1J31

20．9　　、24．7

＋1．07　　＋4．49

25．7　　　12．2

＋0．92　　＋1．74

16．8　　　　　－

＋2．38

16．1　　　　　－

＋0．56

12．1　　　78．3

＋2．15

19。6　　　79。エ

＋3．05

44．2　　73．9
＋7．85

17．6　　　82．5

＋2．58

注．　ヰ　本丸仲へ〇一ジ今恩

㌢発　つ緯チヤ（ことめ弓胚害し後の劇合



ノ咋

秀之一行II友　蓼曳き畑‡側芽繚去が後手　が髄肺の品官に乳ぼて詔等

食　油　号　　架拉描く　壊且払はて含頂号

処理㌔　毎痺
勧舶リ　朔窒リ　金碑

〔％）＊（仙骨）　は）（％ヂ

嬉封離リ　願妻リ

小才）　　仔）

酸媚

C　　　　64．0

D　　　　64．5

E　　　　57．2

G　　　　65．5

122．4　　　4．27　　33．3　　　63．7　　　2．22

128．7　　　6．85　　33．1

88．2　　10．06　　38．3

139．2　　　6．71　　30鳥8

66．1　　　3．52

59．0　　　6．73

65．3　　　3。エ5

ナヽ

1．11

0．93

1．92

0◎67

謹．　集　束丸柏へ〇号、参照、
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劣ま－ユーJ泉 がJ淡御苑β奉加利親率

に臥ぼ字音少額〔％）

匙‡里邑
次側側札瀞は券

1　　　2　　　3　　4　　5　　6

恕処理　100100100　86　4314

1歳遮光　100100　86　29　0　0

2枚迫九　100100　5714　0　‾0

達　‾4．料む潤へ〇一ジ拳玖



／埠

第3－ユー⊥泉　塩気がJ次虜慨室数（荊勃御衣のみ）

に臥ぼ寸刻等〔平均土∫・Å・）

処理直
＝凰永日粗笥日が

2

轟怨王里　　3．3＋0．42　4．7＋0．28　4．6＋0．30

1放逸兇　3．7＋0．42　4．4＋0．30　5．3＋0．21

2歳遮光　4．3＋0．36　4．7＋0．47　5．0＋0．58

注．康一　本史冊ヤージ参照
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劣j－j弓泉　土象7紗食草がJ加腹の励俊慄蜂凡呵拗取
巻長巾みた例枚絶島楓訂堀甥（轡士最・フ梱り

埠　　頭相手
J）女刷　胤韓ぺ

1　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　3

都酬摘蜂90竜　　　100　　　　　100　　　　　　10

（％）　60亀　　100　　　　　100　　　　　　0

90宅

60篭

埠錦城数

0．322＋0．0376

（100r

O．294＋0．0249

（91r

0．288＋0．0222

（100㌻

0．246＋0．0302

（85㌻

0．256＋0．0059

（100㌻

0．176＋0。0136

（69㌻

90等

最終毅
（…）　60宅

380　＋　69．6

（100手

266　＋　47．0

（70うー

408　＋113．8

．（100）

228　＋　47．4■

（56r

37．8＋　98．2

（100㌻

エ0．1＋　6。1

（27r

帝教　90宅　　2・9＋0・74　3・3＋0・67
60宅　　　　　3．1＋　0．57　　　　3．3　＋　0．95

‾■‾＝

90篭

帝圃長

（…つ　　60等

142　＋　51．2

（100r

88　＋　20．2

（＿62r

129　＋　43．2

（100㌻

71＋　15．1

（55㌻

注。（）内は90％星を／踊れ鋸中腹

米　歳入叡痩ヒ珂すう含水此ノ



ノ烏）

覿トj王友　工海賊痩せが処捉瑚事後卯的御放り

嵐微塩に乳ぼり劾瑠〔㌢士g・よ・ノれふ／β）

碩牒　土壌に甘辛

lンた榔斉を鞠軋

1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　3

拍動枚
90宅

豊泉
乗物妻　60宅

11．15＋2．16

（100）

6．29＋2．19

（56）

9．27＋2．12

（100）

4．11＋1．19

（44）

0．55＋1．63

（100）

0．07＋0．09

（12）

再動私　90篭 4．03＋0．88

（100）

2．02＋0．46

（50）

2．91＋0．82

（100）

1．29＋0．38

（44）

14．15＋3．15

（100）

9．07＋3．04

（64）

10．17＋3．31

（100）

4．04＋2．23

（40）

0．11＋0．35

（100）

0．00＋0．00

（　0）

90亀

頒日放

魂物象　60亀

30．19＋3．64

（100）

15．60＋4．93

（52）

21．78＋5．84

（100）

8．16＋2．82

（37）

0．66＋1．99
‾二＝ここ

（100）

0．07＋0．09
一二二

（10）

注．亡）巾は90％at／β往した埠の確

弟　泉入鹿ト音に対す吉夢に軋
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鋸一j弓表　土噴水か含孝か処瑠観相の主星及び脚花嫁直

線こ尉官雪考智（〔叫1土∫・dリ明二両

碩旦　土劾がま隻　′′州誓丸　3

90号　　　　　692＋129．6

悌鯉肢　　　　　　（10百）

営為髄嬉6。篭　　625．103．。
（95）

腸収盆寛粥
90篭　　　　2987＋676

（105）

60篭　　　　2617＋739

（8百）

459＋96．0

（10百）

250＋25．6

（5貢）

395＋76．2

（106）

188＋57．4

（4百）

1497＋325　　1470＋247

（10百）　　（106）

787＋182　　　640＋231

（55）∴　　（4貢）

144＋72．7

（105）

53＋2工。9

（3亨）

350＋348

（106）

44＋　56

（1言）

蓮．〔）勘‡プロ％且も／州とした埠っ塩

㌣剋遽増車紆月食娩軋
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までlこあ＼＼、て、

峯⊥最上

／花易の密寄とと

融こと芝7二

L、ノ変事し

‾▼’▼’▼‾‾‾‾了一■▲‾‾＼‾…‾1、‾‾▼1‾

孝の‾ぅうでは王母音匝J‾‾豪は

と二賢享上手阜」で夏雲

しか‘し、

宮越く狸飢耳

安吾互

、手書孝女や、、‾

る・ここヒが希で

」了れた

覆す哀香車東麗i主う．十三一は養与姐三二五㌧二。＿＿＿′＿【

そこて、

汀侃」枚

音石盲二 有畜牽度し‡

料変寅を愛車玉

の姥の発音】耳糾持つryて＿席

筑波　人′芋
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孝三萄＝草薮直垂憂夏雲
生一長に及ぼ

十十●　●・・・イ・

∴■　　†・∴

に訪＼、－て、

：∴∴　十 の側及ぼ砿

刺及ぼ芳
一　　＿　＿　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　■－‾　‾

はぽとんと、生長

ヨ覇の催促
■　　　　　　　　●

し吾か

し長が、土柱が

上位ヵ＼妄【茅

妄垂重責ろこし甘舌

雪上三退く、ひ∵二二二

る壇賓だ短見を澄僻耳

萎二重肢や生長が二絹

うむグ｛＿豊座一座

であること■の

ケ主亮五亘亘主吏三要素打壊経を且毘畳、発令

吻吏壁給右足ダ
ヽ

ス′

督励級の′象尤水準軋蹄考

鉾が、そウ生長ド挺甘

二を友を二吏二三二子二弱

勃夜′へ むを桑の供

射撃を酪手串毎で、

痴努射放十重ij匪針を象j‾肇互碑膀両立澄
を、土峯の南側に毎けた 元卸】固持
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